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の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も
閉
鎖
と

な
っ
た
。
今
後
の
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
新
設
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

答　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
活
気

と
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指

し
、
引
き
続
き
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
市
は
職
員
の
削
減
を
進
め

て
き
た
。
そ
の
結
果
ひ
と
り
が

担
う
負
担
が
重
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
部
署
が
あ
る
よ
う
だ
が
、

今
後
の
職
員
配
置
バ
ラ
ン
ス
の

考
え
方
を
伺
う
。

答　
一
定
数
の
職
員
を
増
加
さ

せ
る
こ
と
で
人
員
体
制
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
適
正
な
資
源

配
分
の
観
点
で
の
定
員
管
理
や

配
置
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

4

と
も
に
、
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ

ハ
ウ
の
活
用
で
、
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
な
が
る
。

防
災
ト
イ
レ
の
周
知
方
法

問　
災
害
時
の
ト
イ
レ
問
題
は

深
刻
。
携
帯
ト
イ
レ
、
簡
易
ト

イ
レ
、マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
、ト

イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
、
仮
設
ト
イ

レ
の
組
合
せ
が
重
要
。
期
限
切

れ
間
近
の
携
帯
ト
イ
レ
を
、
啓

発
の
た
め
市
民
に
配
布
で
き
な

い
か
。

答　
簡
易
ト
イ
レ
は
令
和
７
～

９
年
度
に
順
次
入
れ
替
え
る
の

で
、
活
用
を
検
討
す
る
。

災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

問　
災
害
時
の
避
難
所
と
な
る

学
校
施
設
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
が
西
部
地
域
に
偏
っ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
、
全
校
へ
の
整

備
を
訴
え
て
き
た
が
、
令
和
７

年
度
ま
で
に
全
校
へ
配
備
す
る

と
の
表
明
が
あ
っ
た
。
整
備
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

答　
こ
れ
ま
で
小
学
校
６
校
、

中
学
校
４
校
に
整
備
。
能
登
半

島
地
震
等
の
大
規
模
災
害
で
は

ト
イ
レ
が
問
題
と
な
り
、
ト
イ

レ
環
境
確
保
の
重
要
性
を
再
認

識
し
た
。
令
和
６
年
度
は
、
小

学
校
２
校
の
工
事
に
加
え
、
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
未
整
備
の
小

学
校
10
校
・
中
学
校
５
校
の
設

計
を
予
定
し
て
お
り
、
災
害
に

対
す
る
備
え
の
充
実
を
図
る
。

自
主
避
難
や
在
宅
避
難

問　
災
害
時
、
多
く
の
方
が
自

主
避
難
所
や
在
宅
で
の
避
難
生

活
と
な
る
。
対
応
を
問
う
。

第
３
次
総
合
計
画
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

問　
第
３
次
総
合
計
画
と
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
関
連
性
は
。
ま
た
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
向
け
、
基

盤
は
整
っ
た
と
考
え
る
が
、
申

請
を
行
う
の
か
。

答　
第
３
次
総
合
計
画
の
６
つ

の
方
向
性
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
社
会
の
実
現

と
同
じ
方
向
性
。
国
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
未
来
都
市
の
事
業
は
活
用
し

て
い
き
た
い
。

学
校
給
食
費
完
全
無
償
化

問　
市
議
会
公
明
党
は
５
回
要

望
書
を
提
出
し
、
市
単
独
で
の

継
続
的
な
財
源
確
保
は
困
難
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上

で
、
都
議
会
公
明
党
と
の
連
携

に
よ
り
、
都
が
２
分
の
１
助
成

を
決
め
た
こ
と
で
前
提
条
件
を

整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後

は
私
立
に
通
う
子
や
ア
レ
ル

ギ
ー
な
ど
で
弁
当
持
参
の
子
、

登
校
し
て
い
な
い
子
へ
の
配
慮
、

市
内
農
産
物
の
使
用
率
向
上
、

副
教
材
・
宿
泊
行
事
無
償
化
な

ど
、
学
校
教
育
に
対
す
る
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
べ
き
。

答　
今
後
、
課
題
を
整
理
す
る
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
生
徒
へ
の
進
路

相
談

問　
Ｌ＊
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
児
童
生
徒

は
、
進
学
す
る
た
び
に
同
じ
壁

に
苦
し
む
。
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
生
徒
に
対
す
る
進
路
相

談
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

答　
今
後
も
個
に
応
じ
た
適
切

な
進
路
指
導
を
行
う
。

児
童
手
当
の
拡
充

問　
児
童
手
当
は
本
年
10
月
分

か
ら
所
得
制
限
を
撤
廃
し
、
対

象
を
高
校
生
ま
で
拡
充
。
第
３

子
以
降
は
３
万
円
に
増
額
。
今

後
の
手
続
を
伺
う
。

答　
対
象
者
に
は
案
内
を
郵
送

す
る
が
、
一
部
手
続
不
要
の
方

も
い
る
。
遅
滞
な
く
進
め
る
。

田
無
三
中
建
て
替
え
の
方
向
性

問　
市
民
が
集
う
場
と
の
複
合

化
、
プ
ー
ル
の
在
り
方
、
行
政

窓
口
の
設
置
な
ど
を
求
め
て
き

た
。
同
校
は
小
中
学
校
建
て
替

え
の
前
例
と
な
る
。
今
後
ど
の

よ
う
に
整
理
し
て
い
く
の
か
。

答　
学
校
を
核
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
て
、
学
校
教
育
だ

け
で
は
な
く
、
学
校
施
設
の
地

域
利
用
や
他
の
公
共
施
設
と
の

複
合
化
に
つ
い
て
、
学
校
建
替

協
議
会
を
設
置
す
る
。

子
ど
も
の
文
化
芸
術
補
助
制
度

問　
制
度
の
創
設
は
各
団
体
か

ら
の
要
望
と
共
に
、
公
明
党
が

提
案
。
期
待
さ
れ
る
効
果
は
。

答　
将
来
の
文
化
芸
術
の
担
い

手
と
な
る
子
ど
も
た
ち
の
活
動

や
機
会
の
充
実
を
図
る
。

文
化
施
設
の
指
定
管
理
制
度

問　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
歳

入
の
使
わ
れ
方
を
注
視
す
る
。

こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
、
コ
ー
ル
田

無
、
市
民
文
化
プ
ラ
ザ
の
一
体

的
な
指
定
管
理
を
提
案
し
て

き
た
。
メ
リ
ッ
ト
の
認
識
を
伺

う
。

答　
一
体
的
な
管
理
に
よ
り
、

施
設
間
の
機
能
連
携
を
図
る
と

答　
能
登
半
島
地
震
の
教
訓
も

踏
ま
え
、
検
討
し
て
い
く
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進

問　
Ａ
Ｉ
、
Ｒ＊
Ｐ
Ａ
の
積
極
導

入
を
求
め
て
き
た
が
、
動
向
は
。

答　
現
在
Ａ＊
Ｉ-

Ｏ
Ｃ
Ｒ
を
５

業
務
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
７
業
務
で
導

入
。
今
後
そ
れ
ぞ
れ
10
業
務
の

導
入
を
目
指
す
。

共
同
親
権
導
入
に
よ
る
養
育
費

確
保
支
援
事
業

問　
共
同
親
権
導
入
に
よ
り
、

養
育
費
の
取
決
め
が
重
要
と
な

る
が
、
実
績
が
ゼ
ロ
で
あ
る
。

答　
拡
充
す
る
こ
と
で
、
ひ
と

り
親
世
帯
の
方
の
養
育
費
の
確

保
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
る
。

意
見　
対
象
が
「
ひ
と
り
親
」

に
な
っ
て
お
り
、
同
居
で
離
婚

前
は
申
請
が
で
き
な
い
。
改
善

を
求
め
る
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置

問　
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
体
制
と
は

ど
の
よ
う
な
視
点
か
。

答　
母
子
保
健
と
児
童
福
祉
を

一
体
化
さ
せ
る
こ
と
で
、「
子
ど

も
個
人
の
尊
重
」、「
子
ど
も
の

最
善
の
利
益
」、「
保
護
者
を
孤

立
さ
せ
な
い
」、
こ
の
視
点
を

持
っ
て
遂
行
し
た
い
。

意
見　
「
保
護
者
を
孤
立
さ
せ

な
い
」
と
は
、
行
政
に
そ
の
覚

悟
が
あ
っ
て
こ
そ
言
え
る
言
葉
。

母
子
保
健
の
対
応
を
中
心
と
し

た
「
早
期
の
支
援
」
が
、
今
後

の
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
体
制
の

強
化
の
形
で
あ
る
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー

問　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を
全
く
活
用
し
て
い

な
い
学
校
も
あ
る
。
家
庭
訪
問

と
初
期
対
応
を
丁
寧
に
行
う
た

夕
方
ま
で
の
居
場
所
の
確
保
に

つ
い
て
拡
充
を
求
め
て
き
た
。

答　
今
後
拡
充
す
る
日
中
一
時

支
援
事
業
所
も
含
め
、
一
人
一

人
の
事
情
に
応
じ
た
夕
方
の
居

場
所
の
確
保
を
進
め
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援

問　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
適
切

な
支
援
を
行
う
た
め
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
配
置
を
求
め
て
き
た
。
検
討

状
況
を
伺
う
。

答　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
強

化
の
必
要
性
か
ら
、
配
置
の
検

討
を
進
め
る
。

め
に
拡
充
を
求
め
て
き
た
。
ひ

き
こ
も
り
予
防
の
た
め
に
も
強

化
す
べ
き
で
あ
る
。

答　
６
名
か
ら
７
名
に
増
員
す

る
と
と
も
に
、
学
校
へ
の
派
遣

体
制
を
強
化
す
る
。

若
者
参
画
の
た
め
の
組
織
体
制

問　
施
政
方
針
で
若
者
参
画
を

新
た
な
施
策
の
柱
と
し
て
掲
げ
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

示
さ
れ
た
。
若
者
へ
の
効
果
的

な
支
援
、
参
画
を
推
進
す
る
た

め
の
組
織
体
制
の
必
要
性
を
提

案
し
て
き
た
。
検
討
状
況
は
。

答　
令
和
７
年
度
の
組
織
改
正

に
向
け
検
討
す
る
。

若
者
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に

問　
若
者
が
ま
ち
づ
く
り
に
参

画
で
き
る
よ
う
に
、
活
動
場
所

の
確
保
を
支
援
す
べ
き
で
は
。

答　
活
動
場
所
の
確
保
を
支
援

し
て
い
く
。

特
別
支
援
学
校
卒
業
後
の
居
場

所
の
確
保

問　
特
別
支
援
学
校
卒
業
後
の
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問　
市
長
が
掲
げ
て
き
た
子
ど

も
が
「
ど
真
ん
中
」
の
政
策
の

こ
れ
ま
で
の
実
績
は
。

答　
令
和
４
年
12
月
に
子
育
て

世
帯
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

環
境
が
整
っ
て
い
る
ま
ち
と
し

て
保
谷
が
「
本
当
に
住
み
や
す

い
ま
ち
大
賞
」
第
４
位
を
受
賞

し
た
。

問　
今
回
給
食
費
の
無
償
化
を

決
断
し
た
が
、
継
続
し
て
財
源

の
確
保
が
で
き
る
の
か
。

答　
本
市
の
負
担
額
は
年
間
約

５
億
３
千
500
万
円
が
見
込
ま
れ
、

事
業
継
続
の
た
め
に
、
一
般
財

源
負
担
全
体
の
縮
減
を
図
る
。

問　
本
市
は
、
臨
時
財
政
対
策

債
の
借
入
抑
制
に
よ
っ
て
公
債

費
管
理
を
し
て
き
た
が
、
借
金

と
積
立
の
バ
ラ
ン
ス
の
目
標
数

値
に
つ
い
て
問
う
。

答　
借
入
れ
に
よ
っ
て
公
債
費

負
担
が
新
た
に
発
生
す
る
た
め
、

財
政
調
整
基
金
残
高
の
回
復
は

重
要
。
予
算
の
執
行
管
理
の
徹

底
な
ど
で
回
復
を
図
る
。

問　
田
無
第
三
中
学
校
建
て
替

え
と
と
も
に
地
域
利
用
を
可
能

と
し
た
公
共
施
設
と
の
複
合
化

や
多
機
能
化
を
検
討
し
て
い
る

が
、
今
後
の
計
画
の
進
め
方
は
。

答　
地
域
利
用
や
複
合
化
等
、

施
設
利
用
者
や
近
隣
住
民
な
ど

市
民
か
ら
意
見
を
伺
い
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

問　
令
和
６
年
12
月
に
「
西
東

京
市
民
文
化
プ
ラ
ザ
」
が
オ
ー

プ
ン
す
る
予
定
だ
が
、
こ
も
れ

び
ホ
ー
ル
や
コ
ー
ル
田
無
な
ど

の
類
似
文
化
施
設
と
ど
う
違
う

施
設
と
な
る
の
か
。

答　
ホ
ー
ル
機
能
を
持
た
な
い

施
設
で
あ
り
、
文
化
芸
術
活
動

の
拠
点
と
し
て
多
く
の
方
に
利

用
い
た
だ
け
る
施
設
と
す
る
。

問　
東
町
に
続
い
て
芝
久
保
町

西
東
京
市
議
会
公
明
党

立
憲
民
主
党

佐
　
藤
　
公
　
男

八
　
矢
　
好
　
美

田
　
代
　
伸
　
之

大
　
林
　
光
　
昭

藤
　
田
　
美
智
子

森
　   

し
ん
い
ち

下
　
田	

純
　
一

菅
　
原	

み
　
ほ

佐
　
藤	

大
　
介

学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
を

都
と
の
連
携
の
も
と
に
実
現
！

今
後
も
市
民
の
声
を
聴
き
続
け
る

市
長
任
期
最
終
年
度

山
積
す
る
課
題
に
取
り
組
む

姿
勢
を
問
う


